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1．は じめ に

イ ン ド東北部の メ ガ ラヤ 州 にあ る チ ェ ラ プ ン ジ （図

1）は 12ヶ 月 降水 量 の 世 界記録
一 1860 年 8 月 1 日 か

ら 1861 年 7 月 31 日の 間 に 26461皿 m
一

で 有名 で あ

る．しか し こ の 地域 の 豪雨 の メカ ニ ズ ム はほ とん ど

明 らか に され て い な い ．本 報告 で は 2004 年 8 月及 び

2005 年 8 月 に現 地を訪れ た の で 地 理的状況 を述べ る，

また入 手 したデー
タ か ら初期解析結果 を示す，

2．地理 的お よび気候的 状況

チ ェ ラプ ン ジ は バ ン グ ラ デ シ ュ の す ぐ北に あ る標 高

約 2000m の メ ガ ラヤ 丘 陵の 南斜面 に位置す る．丘 陵

の 南側 に は ほ ぼ垂 直に 切 り立 っ た崖 を持 っ 深い 峡谷

があ り
，
チ ェ ラプ ン ジ はそ の よ うな峡谷 の 1つ に 隣接

す る村で あ る ，年平均 降水 量 は 約 12000mm で あ る ，

北 に約 50k皿 しか離れ て い な い シ ロ ン （Shilling）の

気鋸 にお け る平均 年降糧 は約 2000   と急激 に

減 少 す る，降水 は 夏季 モ ン ス
ー

ン 期 に集 中 し
，
最 も

降水 量が多い 月 は 7 月 で 平均月 降水 量約 3000mm で

あ る．

3．初期 解析

図 2 に 2004 年 6 月 1 日一7 月 31 日 の チ ェ ラ プ ン ジ

の 気象局 （91．73
° E

， 25．25
° N，1313mMSL ）に お け る

日降水量 の 時系列 とす ぐ南 の バ ン グ ラデ シ ュ の 首都

ダ ッ カ （9038
° E ， 23．77

°N
， 8．8mMSL ）にお い て 2 日

に 1度 00UTC （07LST ）に観測され た高層気 象観測資

料か ら南北風 の 解析 結果 を 示 す ．降水 量変動 に は 約

10−20 日周 期 の 明確 な ア ク テ ィ ブ 期 と ブ レ イ ク期が

あ り，ア ク テ ィ ブ期 には 日降水 量 100mm を越 え る雨

が数 日 か ら 1 週間程度続 く．チ ェ ラプ ン ジ の ア クテ ィ

ブ期 に は ダッ カ で 5m ／s 以 上 の 西 風 が 高度約 6km 以

下 で 卓越す る．こ の 西 風 は モ ン ス
ー

ン 低気圧 と 関係

し て い る （図省略）、

4．まと め

チ ェ ラ プ ン ジ の 豪雨 の メ カ ニ ズ ム に は 総観 規模 ス

ケー
ル の 現象 （モ ン ス

ー
ン 低気圧）と地形 の 効果が関

わっ て い る と考え られ る 、発表時 に は総観規模 ス ケ ー

ル で 豪雨が 生 じ る原因 に っ い て 解析結果を 示 す予 定

で あ る ．
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図 1： チ ェ ラプ ン ジ （Cherrapunjee）の 位置 と地 形，コ

ン ター
間 隔 は 400m ．
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図 2： 2004年 6−7　A の チ ェ ラプ ン ジ にお け る 日降水

量 （上 ）及 び ダ ッ カ にお け る東 西風 の 時 間高度 断面図

（下）．東 西風 の コ ン タ
ー

間隔 は 5皿 ！s で 5皿 ／s 以上 の

西 風 に sha ｛1eを つ け た ．
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